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を示す。只大門池近くの精麗な眼玉扶コ ントア・ライ ンは言ふ迄もなく レー ヨ ン舎枇取水
井の作用によるもので，地下水準上に必要な一つの井戸賓験をして央れて居ることになる。
この井戸の取水量は舎祉の説明によれば，
大門池内の 1競井より池の表面水を約 0.03m3/seq 
}合計0.10m3/sec 
1，2，3競各井戸より地下水を 約0.07m3/sed 





















2 3 4 5 6 7 8 日 10 
麿の種類粗砂交P砂利交り 精粗き砂掲色粗砂赤色粗砂 褐色砂 白茨色 土交官 制砂交P 粘土砂利 粗砂、 組砂 細砂 粘土
'宅弘
透7Jc率 0.247 0.200 0.153 0.106 0.073 0.038 0.0014 0.0008 3X10-' 5 X 10-6 (cm/sec) 
~ 測定時 20'C 19' 2'。 22' 20。 21。 22' 21' 22。7Jc温
之を以て見ると果して議想の通りでるって， A黙に近い第4競試掘では地表から下まで





続黙は地下 2-4.3米と 6.30-6.80米とに粘土居があり， 5説黒占でも地表から3.80米も厚い
粘土居があり，第 1競離でも厚さ3.30米の粘土居をかぶって居て，水の通過が幾分不自由





























井戸理論によると，透水係敢 λ，厚.さ E なる透水屠に充満せる不座地下水中に井戸を
設け単位時間毎に Q なる水量を汲出し定常扶態になったとき，井戸より距離 rt， r'!， の地
鮎に於て水位の降下 Ob O.~ るりとすれば，
円 . Q ，_ r~ 
χfl一一一一一一一一一一一一-Hl--
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ると 0.4米程度になる。叉 γ は第3間中に記入ゼる値から平均0.0015米/秒とする。きす
れば




























河岸から Ql=0.00152X400X5/25=0.122 m~/sec 
裏側から仏=0.00152X400X5/55=0.055" 




















( 1:3 ) 
-・
矢作川河畔の地下水
6) 現花の湧水量は主水路面下4-5米までの慮に河岸から浸入した地下水である。
本研究は，名古屋土木出張所長田淵喜郎氏が特殊地域の工事に蛍つては橡め細密なる科
墜的調査の必要を感ぜられ，筆者等に懲;想せられたもので，悲に同所長の心構へに封し満
腔の敬意と謝意とを表する。
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